
団体名： 西尾みなみ商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 108.3 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 94.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 90.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 117.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 157.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 145.7 ％） （達成度 96.9 ％） Ａ Ｂ 両方下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 109.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

記帳継続指導

商工会職員が、個人事業主等を
対象に正しい記帳方法の指導と
決算・確定申告･消費税確定申
告の指導を行い、適正な税務申
告と経理の自計化や計数管理に
よる経営力の向上に結び付け
る。

記帳指導事業者数　80件
指導延日数　404日
指導延回数  871回

小規模事業者

指標
記帳指導事業者数

指標

目標
数値

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

事業者と積極的に接触する
ことで課題や問題点を明確
にし、解決への糸口を見つ
け出し、小規模事業者の経
営改善を図ることができ
た。
コロナ対策での金融処理が
スムーズに行えた。

実績
数値

301080
実績
数値

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者を中心に、経営指導員
等の商工会職員が訪問し、融資等の
金融相談・申告税務相談・労務相談
等の経営全般などの指導をすること
で、健全な企業を育成する。このほ
か、創業予定者を始めとした経営全
般に係る相談窓口の設置によって、
経営改善に資する指導を行う。

・巡回窓口指導実件数 433件
・巡回窓口指導延件数1166件
・創業指導実件数　   　3件
・創業指導延件数       4件
・非会員指導実件数　  51件
・非会員指導延件数   105件
・課題解決提案件数 　 30件
・経営革新認定件数　　 2件

1170
目標
数値

30

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

目標
数値

80
実績
数値

80
目標
数値

実績
数値

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

相変わらず申告時
期になると相談が
多いため、その事
業者たちに対し機
械化へのスムーズ
な移行を図ってい
きたい。

〇

廃業者が
新規利用
者を上回
り、件数
が減少し
た。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

さらに巡回指導を
充実させていきた
い。

〇

講習会事業

様々な経営環境に対応するた
め、小規模事業者に必要な金
融・税務・経理・労働・情報化
等の知識の習得や、時事的な問
題を周知させ、事業者の資質の
向上と円滑な事業運営を図る。

・集団指導
　　　6回　　205名
・個別指導
　　17回　　241名
・経営革新計画支援セミナー
　　　1回　　　1名

小規模事業者

指標
講習会参加小規模事業者数

記帳や税務に関する事務を
商工会がサポートすること
で、後継者育成・経営分析
等の手法を得ることができ
るなど本来の経営に力を入
れることができた。

総
合
評
価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

テーマによって参
加者にばらつきが
あったため、テー
マの選択を熟考し
ていきたい。

〇

キャッスレ
ス関連など
タイムリー
さを意識し
て実施し
た。

祭典事業

各種のお祭り・祭典などを開催
することにより、その集客力を
活かして地域の産業（地域資
源、観光資源）のＰＲを行い、
地域の総合的な振興を図る。

参加事業所数
６月　仁吉まつり　 94件
７月　ｽﾄｰﾝｶｯﾌﾟ  　 59件
８月　盆踊りの集い 23件
11月　きらまつり  247件

地区内商工業
者

指標

指標

講習会を通じて、小規模事
業者が経営に必要な知識を
身に付け、経営基盤の安定
強化を図ることができた。

目標
数値

472
実績
数値

447
目標
数値

若手後継者等育成
事業

商工業の後継者である青年、若
手経営者及び商工業に携わる女
性に対し、経営に必要な知識の
修得や資質の向上を図るための
講習会・研修会を開催し、小規
模事業者の振興・発展を図る。

部員数　青年部 　77名
　　　　女性部　 43名
講演講習会・地域振興事業等
　　　　青年部   34回
        女性部　 21回
若手後継者セミナー
　　　　青年部　  1回

青年部・
女性部部員

指標

講習会地域振興事業等参加
回数

青年部の委員会を
定期的なものから
随時開催に変更す
るため低く設定。 〇

コロナ感
染で年度
末事業が
実施でき
なかった

目標
数値

61
実績
数値

55
目標
数値

指標

地域の若手後継者等とのふ
れあいを通じて、経営者と
しての刺激を得て、各種講
習会を通じて若手後継者と
しての資質の向上を図るこ
とができ、自身の事業所の
振興・発展を図ることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

〇

地域住民
と地元事
業者主体
のイベン
トが実施
できた。

目標
数値

360
実績
数値

423
目標
数値

祭典事業参加事業所数
指標 実

施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

イベント実施によ
り良い意味での悪
あがきを行い、地
域を盛り上げ活性
化を図る。

イベントを通じて地域の活
性化を図ることができたと
同時に、地域住民の一体感
を生み、観光資源のＰＲが
できた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

広域連携はどこの
地域でも必要不可
欠であり、広域経
済の発展がこの地
域の発展に繋がる
よう連携を深めて
いきたい。

〇

いろんな
面での広
域活動に
参加でき
た。

目標
数値

45
実績
数値

71
目標
数値

指標 事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標
地域懇談会出席回数

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業団体等指導事
業

各種団体等、産業振興・地域貢
献団体の活動をサポートし、事
業運営に協力することにより、
国・地方公共団体、地域社会へ
の貢献や発展のための一助とな
り、ひいては商工業の活性化に
資する。

各団体の事業支援
・西尾労働基準協会114件
・吉良ガス協同組合　4件
・吉良町商業協同組合36件
・吉良平成会　　　　48件
・商工平成部　　　　17件
・吉良・幡豆まちづくり
　協議会　　　　　　22件

左記団体の
構成員

指標
左記団体の構成員数

地域の課題などを協議す
る地域懇談会に積極的に
参加し、情報交換を行
い、広域での地域経済の
発展に寄与することがで
きた。

総
合
評
価

商業活性化事業

消費者ニーズの変化、郊外への
購買力流出など、地元中小商業
者の経営課題解決に向け、地域
活性化、集客力向上のためキ
ラット商品券発行事業や街路灯
の維持管理を実施し、地元商業
者の活性化、街づくりに寄与す
る。

キラット商品券発行事業
　　　874,000円分発行

街路灯維持管理事業
　　街路灯　　537本

地区内商業者

指標

キラット商品券発行目標額
（円）

地域懇談会事業

これからの地域経済の振興につ
いて地域懇談会を開催し、地域
の実態把握とともに、地域経済
振興に向けた対応を検討するな
ど、地域活性化に向けた各種事
業に取り組み、地域振興と地域
商工業の発展に寄与する。

・西尾市、西三河地域での様々
　な地域懇談会に参加　4回
・西三河地区商工会で開催する
　職種別会議等に参加 11回
・その他地域ごとの問題につい
　て協議する検討会に参加
                     20回
・市の地域振興事業へ参画
                     36回

市内及び西三
河地域の商工

団体等

廃業者が多く地区
内の商業者が減少
傾向にあるため、
商品券販売目標額
と街路灯維持目標
を低く設定。

〇

地域団体利
用が増え、
商品券販売
が伸びた。
LED化が進ん
できた。

目標
数値

600,000
実績
数値

874,000
目標
数値

554

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標
街路灯維持管理本数

街路灯事業により町の景観
が整備され、安心、安全な
街づくりに寄与できた。キ
ラット商品券発行事業によ
りわずかではあるが地元商
業者に還元できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
537

目的を共有化して
いる団体事業は、
参加者も多く充実
した事業も行え
る。地域の活性化
には欠かせず、今
後も引き続き支援
していきたい。

〇

コロナ感染
も影響した
が、各団体
も充実した
活動ができ
た。

目標
数値

221
実績
数値

241
目標
数値

指標

各種業界団体・地域貢献団
体を支援することにより、
同業種及び異業交流が商工
会を通して活発に行われ、
地域社会の貢献や発展の一
助となり、地域の活性化に
繋げることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 西尾みなみ商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 186.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 99.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 150.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 120.0 ％） （達成度 80.0 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ
①現行どおり
②変更する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.9 ％） （達成度 109.6 ％） Ｂ Ａ
①下げる②現

状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 101.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 125.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 55.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

調査・広報事業

中小・小規模事業者関連の
施策に反映するため、ま
た、関連施策の利用を促す
ため、制度を中心とした広
報を発行し、幅広い周知を
図る。

・商工会報　年3回発行
・情報提供　年6回

地区内商工業
者

指標
商工会報等情報提供回数

指標

吉良幡豆両地区の特産品や
観光のＰＲ活動を行うこと
で、吉良・幡豆に町外から
の多くの観光客を呼び寄せ
ることにより、地域産業の
ＰＲや活性化が図られた。目標

数値
15

実績
数値

28
目標
数値

労働保険事業

事業主に代わって労働保険料の
申告納付その他労働保険に関す
る各種の届出等の事務手続を行
うことにより、中小事業主の事
務処理の負担を軽減し、労働保
険の適用促進及び労働保険料の
適正な徴収を図る。

・労働保険事務組合委託
　事業者の労働保険事務
・労働保険事務組合委託
　事業者の労働保険料納

　付事務

（委託事業者数127件）

労働保険事務
組合西尾みな
み商工会への
委託事業所

指標

地区内
商工業者

指標

観光ＰＲ回数・関連会議出席
延べ日数

産業活性化事業

吉良地区、幡豆地区の地域
資源の活用や、特産品及び
観光のＰＲなどを行い、企
業の発展や地域産業の活性
化に資する。

・吉良花火大会　　　6日
・ハワイアンフェス　5日
・すみだまつり　　　3日
・いらっしゃい亭での
　観光ＰＲ（中止）
・市内・西三河管内の
　観光事業関連会議へ
　の出席　　　　　 14日

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働保険加入要件
を理解していない
事業者もかなり多
く、加入推進を図
り、労働保険事務
委託事業の周知を
実施していく。

〇

保険事務
以外の労
務関係相
談が多く
なってき
ている。

目標
数値

128
実績
数値

127
目標
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

特産品や観光資源
など地域の特徴を
ＰＲすることは、
地域活性化の基本
と考え、今後も積
極的に実施してい
きたい。

〇

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

珠算検定受験者数

指標

人的、時間的に制限の多い
中小企業者の労働保険事務
を委託し、代行することに
より中小企業者の事務処理
の負担を軽減するととも
に、労働保険の適正な運用
を図ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
4

委託事業所数

商工会の存在価値
を上げるため、商
工会事業や国県市
の施策を積極的に
PRしていく。

〇

行政や他
の団体と
連絡を取
りながら
情報提供
を実施。

目標
数値

6
実績
数値

9
目標
数値

指標

中小・小規模事業者関連
の施策やそれに関連した
制度を中心とした広報を
発行し、幅広い周知を図
ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

外国人受
入事業の
スタート
が何とか
切れた。

税務関係団体指導
事業

青色申告会・法人会等の税務支
援・地域貢献団体の活動や事業
運営に協力することにより、
国・地方公共団体、地域社会へ
の貢献や発展のための一助とな
り、ひいては、商工業の活性化
に資する。

・合同記帳指導会の実施 3回
・各種団体事務支援
　きらは青申会　　  238名
  西尾法人会幡豆支部 95名
  西尾法人会吉良支部188名
・各団体の実施する講習会、
　研修会事業の支援

きらは青色申
告会、西尾法
人会吉良幡豆
支部会員

指標

指標

準備・実行委員会の開催回
数

珠算検定の実施で、数字に
強い人材を育て、将来的な
商工業や地域の活性化を図
る一助となった。
外国人受入事業を行うこと
で、慢性化する人材不足の
解消への手掛かりがつかめ
た。

目標
数値

40
実績
数値

48
目標
数値

5

福利厚生事業

各種共済制度の普及により
中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を
図り、企業の健全な育成に
資する。

中小企業共済　    527件
中小企業ＰＬ保険　 15件
愛知火災共済　     10件
小規模企業共済　  187件
セーフティ共済　   12件
特定退職金共済　   13件
キュービクル斡旋  　4件
中小企業退職金　    4件
容器リサイクル    　3件
健康診断事業の実施　274名

地区内商工業
者及びその従

業員

指標

地区内商工業
者及び地域住

民

指標

各共済加入者合計

人材育成事業

各種検定事業や人材育成に関す
る事業を実施することにより、
優秀で地域を担っていく人材を
育成、一方、慢性的な人材不足
を補うため、外国人実習生受入
事業の推進を図り、将来的な商
工業の発展や地域の活性化を図
る。

・商工会珠算検定　3回
　　（受験者数48名）
・各種検定事業の紹介
　斡旋（随時）
・外国人技能実習生
　斡旋事業委員会4回

事業者の高齢化が
進行しており、特
に中小企業共済の
脱退者や小規模企
業共済の請求者が
加入者を上回るこ
とが予想される。

〇

目標
数値

800
実績
数値

775
目標
数値

250

指標
健康診断受診者数

商工業者に必要と思わる
共済や従業員の福利厚生
に役立つ共済の加入促進
を行い、企業の安定的な
発展を図る一助となっ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
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側
の

事
業
評
価実績

数値
274

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和2年度より外国
人受入事業がス
タート。今後は斡
旋を希望する企業
数を目標に掲げ、
受入事業のさらな
る充実を図る。

〇

各団体と
連携を取
りながら
事業実施
ができ
た。

目標
数値

516
実績
数値

521
目標
数値

青色申告会・法人会会員数
指標

決算・申告指導を
望む事業者と適正
な税務申告を望む
行政の意向を汲む
意味でもこの事業
は重要と考える
が、廃業者が多い
ため低く設定。

地域の税務支援団体のサ
ポートを行うことによ
り、事業者に適正な税務
申告の意識を植え付け、
地域社会への貢献や発展
の一助とすることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部・女性部事
業

青年部・女性部員間での交
流や社会福祉を通じて地域
との関わりを持つことによ
り、地域社会の発展に寄与
する。

・青年部例会　2回
（親睦交流事業）
　　　参加者　　　55名
・女性部例会　3回
（親睦交流事業）
　　　参加者　　　50名

青年部・
女性部
部員

指標

青年部女性部事業参加延べ
人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会・委員会事業

商業・工業などの各部会や
小規模企業振興委員会など
の部会・委員会活動を行
い、部会・委員会参加企業
の発展に資する。

先進地日帰り研修　１回
合同日帰り研修会  １回
小規模企業振興委員会　１
回
工業委員会　　2回

各部会・
委員会
構成員

指標
各委員会等開催回数

目標
数値

4
実績
数値

5
目標
数値

指標

部会活動を通じて同業種
及び異業種間での意見交
流が活発に行われ、地域
社会の貢献や発展の一助
となり、地域の活性化に
繋げることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

委員会事業で会員
のニーズを把握で
き、商工会事業の
魅力を一層高める
意味でも継続して
実施していく。

〇

委員会事
業で情報
交換や会
員相互の
親睦も図
れた。

青年部・女性部事
業は組織力強化は
もちろん、地元住
民との関わり合い
の持てる事業であ
り、積極的に実施
していきたい。

〇

地域振興事
業に力を入
れたため事
業回数が減
り参加者も
減少した。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果目標

数値
190

実績
数値

105
目標
数値

指標

青年部・女性部が行う交流
事業や社会福祉活動を通じ
て地域との関わりを持つこ
とで、部員自らの人間性を
大きくすると共に地域社会
の発展に寄与することがで
きた。

実績
数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


